
1日目の国際シンポジウムでは、400名の参加のもと、3名の識
者による記念講演が行われました。また、アジア太平洋地域に関
する優れた人文・社会科学領域の博士論文を顕彰する第18回
アジア太平洋研究賞（井植記念賞）の授賞式も併せて実施され
ました。
記念講演では最初に「人生100年 共に生きる」と題して、安藤

忠雄氏（建築家）が講演を行いました。

兵庫県立美術館には、安藤氏が青春のシンボルとして作成した
高さ約3mの『青いりんご』のオブジェが展示されています。安藤氏
によると、多くの人は、学生時代までは希望に溢れ、新しい世界を
見つめている『青いりんご』です。人は100歳まで『青いりんご』でい
なければなりません。ただ100歳まで生きるのではなく、自分が家
族、社会に何ができるかを考えることが大事であり、『青いりんご』
には、こうした思いが込められているのです。
また、ご自身は大学教育や建築の専門教育を受けておられませ
ん。だからこそ18歳の時に一生勉強していくと決め、今でも毎日、本
を読みながら次のことを考えているそうです。日本の若者は大学を
卒業してしまうと、本を読まなくなりますが、安藤氏は好奇心を持っ
て多くの本を読んで学び続けていくことの重要性を強調されました。
さらに、淡路夢舞台をはじめ、これまでに手がけてきた多くの建
築や、乱開発ではげ山と化した瀬戸内海の島々での植林、大阪の中
心を流れる大川沿いに桜を植える「桜の会・平成の通り抜け」プロ
ジェクトなど、ライフワークとして取り組んできた様々な緑化プロ
ジェクトについても紹介されました。

第20回となるアジア太平洋フォーラム・淡路会議が、8月2日（金）～8月3日（土）の両日にわたり淡路夢舞台国際会議場（淡路市）で
開催されました。テーマは「21世紀のアジア太平洋社会の展望」。

令和元年（2019） 11月

1

「Hem21」は、ひょうご震災記念21世紀研究機構の英語表記である
Hyogo Earthquake Memorial 21st Century Research Instituteの略称です。
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HAT神戸掲示板❺

管
理
部

研
究
戦
略
セ
ン
タ
ー

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

Vol.     

78

第20回アジア太平洋フォーラム・淡路会議を開催

続いて、「「文化力」と地域の発展」と題して、青木保氏（政策研究
大学院大学政策研究院シニア・フェロー）が記念講演を行いまし
た。アジアでは21世紀に入り、各国が文化に対して力を入れ始めて
おり、特に文化施設が各地で完成しています。20世紀のシンガポー
ルはどちらかというと文化に対して冷淡でしたが、2000年以降は
劇場やアジア最大の国立美術館などが造られるようになりました。
また、北京や上海のほか、タイ、インドネシア、台湾などにも大きな
文化施設ができ、いいものを造れば世界中から人が集まり、国際的
評価につながることに政府が気付いたのです。
また、そこで重要になるのが文化交流の実践です。訪日外国人数
は今や4,000万人を視野に入れています。日本のことを知って、好
きになってもらうためにも、大観光化時代には的確に対処しなけれ
ばなりません。青木氏は、異文化理解の段階から、実践的な文化交
流を重ねるためにも、神戸に「アジア・太平洋国際文化学術生活セ
ンター」を作ってはどうかと提案されています。神戸で残念に思うの
は、文化的に先端を走っていたはずですが、文化力を示すものがな
いことだと言います。だからこそ、学術研究だけでなく、センター内
にショッピングモールを作り、観光客が立ち寄れるような場所とな
る施設を作ってほしいと述べられました。
さらに、世界的に人を呼び込む取り組みとして、アラブ首長国連
邦がアブダビにルーブル美術館を誘致した事例やスペインのビル
バオがニューヨークからグッゲンハイム美術館を誘致した事例等
を紹介されました。
最後に、「21世紀のアジア・太平洋経済」と題して、ナロンチャイ・

アクラサニー氏（経済学博士／元タイ王国エネルギー・商務大臣）
が講演を行いました。

まず、2016年のアメリカ大統領選で不均衡を政治問題にうまく
利用してトランプ大統領が誕生して以来、米中の貿易摩擦が大きく
なっています。1980年代にはアメリカと日本に通商問題がありまし
たが、今はその対象が中国になっています。加えて、5Ｇ、自動運転
などに代表される破壊的テクノロジーが台頭しており、それにより
米中のライバル関係はさらに激しくなっていると指摘されました。
その上で、最近、アジア太平洋の新しい局面について研究してお

り、太平洋西部と太平洋東部が分断されていくのではないかと考え
ているそうです。APECによって統合されたグローバル・バリュー・
チェーンは、米中の問題もあって、今、壊れかけています。同時に、太
平洋西部の諸国は、日本や韓国、中国がリーダーとなって、テクノロ
ジーを迅速に拡充してきました。このため、太平洋西部にはテクノ
ロジーの選択肢があり、太平洋東部と協力しなくても、テクノロ
ジーを使うことができるのです。ナロンチャイ氏は、今は貿易とテク
ノロジーの新しいパラダイムにあり、この東部と西部との競争関係
によって、これまであったグローバル・バリュー・チェーンが壊れて
しまうのではないかと言います。太平洋西部は、政治経済の力や技
術発展の力によって、より統合されていくのではないかと今後の展
望を語られました。

2日目は、淡路会議メンバー等65名の参加のもとフォーラムを開
催し、3名の講師から基調提案をいただきました。
杉本真樹氏（外科医/Holoeyes株式会社COO/帝京大学特任
教授）は、「社会が医療を担うための技術革新」と題して基調提案を
行いました。現在、Society4.0（コンピュータの出現による情報化
社会）からさらなるデジタル革新、イノベーションを通じて
Society5.0へ移行しつつあります。こうした中、あらゆる個人医療
情報はデジタル化され、健康診断から医療行為に至るまで広く共
有されています。特にレントゲンを始めとする画像情報は、VR仮想
現実/AR拡張現実/MR複合現実などの技術を活用し、立体的、空
間的に表現され、医師の診断治療技術の向上やシミュレーション、
トレーニングなどに活用されています。また、仮想空間を利用した
遠隔医療や、地域医療支援でも、ユーザーの実体験を直感的に共
有することで、新たなコミュニケーションを生み出しています。
Society5.0ではバーチャルとリアルを融合して、人を中心とした技
術に基づく新しい社会を作っていくことになります。杉本氏は我々
もそのメンバーの一人だと言います。医療を担うのは医者だけでは
なく、病気を治すのは病院だけではありません。社会が医療を担う
ためには、皆さんも情報を自分から提供したり、共有したりするこ
とが必要です。もちろん個人情報がない状態で共有し、そして、何よ
りも意識を高め、技術に触れていくことが重要だと考えていますと
述べられました。
竹中ナミ氏（社会福祉法人プロップ・ステーション理事長）は、

「全ての人が誇りを持って生きられるユニバーサル社会の実現に向
けて」と題して基調提案を行いました。プロップ・ステーションでは、
障がいのある人たちの可能性に着目して「チャレンジド」という言葉
を使っています。竹中氏は「チャレンジドをタックスペイヤーにでき
る日本」をキャッチフレーズに掲げ、30年前からコンピュータを使っ
て一人一人に眠っている働く意欲と働く力を世の中に発揮してもら
うための活動をずっと行っています。その背景として、医者から「一
生ベイビーのままですよ」と言われるほどの大変重い脳の障がいを
持ち、現在46歳になる自身の娘（マキさん）の誕生があります。娘の
おかげでたくさんの人たちと出会うことができたのです。私はよく
「マキちゃんは障がいが重いからコンピュータなどさわれないの
に、なぜコンピュータができる人のことをそんなに応援している
の？」と言われるそうです。それに対して竹中氏は、母として、娘を残
して安心して死にたいという究極のわがままがあるからだと言いま
す。そのためには、社会がそういう方々に温かい目を持って、娘のよ
うな本当に経済的な能力を持つこともできない人を支えられる国
家の経済状況も必要になります。そのため、「チャレンジドをタック
スペイヤーにできる日本」というテーマを掲げ、みんなで弱い人も限
りなく支えていける国でありたいと思っていると述べられました。
最後に、有本哲也氏（株式会社デジアラホールディングス代表取
締役会長）は、「メガコンペティション時代を生き抜く地域中小企業
の取り組み」と題して基調提案を行いました。神戸市の兵庫区で製
材所を営む家系に生まれ、祖父から父へと時代の変化とともに家
業も製材所からアルミサッシなどの建材販売へ事業承継を行って
きました。ご自身の代になり、2000年に現在の会社を設立しまし
た。インターネットを介して全国にウッドデッキやカーポートなど
のエクステリア建材を施工とともに販売する新たなビジネスモデル
である「エクスショップ」や「お庭・外構・イエソト」の提案から工事
まで行う「ガーデンプラス」の全国展開を行っています。現在では、
本社を六甲アイランドの神戸ファッションマート内に置き、従業員
200名弱、売り上げは直近で106億円にまで成長したとこれまでの
足跡を振り返られました。

また、家業から企業への変化の中、多くの葛藤がありましたが、
新卒採用、人材育成により、若い人材が成長し、チャレンジできる
環境整備を心がけています。さらに厳しくなるメガコンペティショ
ン時代においても、当社の一番の強みである全国500社を超える
施工事業者とのネットワークを通じて、更なる市場拡大を図ってい
きますと今後の抱負を述べられました。
基調提案の後、参加者は、「安全・安心社会の課題と展望」、「共生
社会の課題と展望」、「グローバル社会の課題と展望」の3つの分科
会に分かれ、それぞれのテーマで活発な討論が展開されました。
午後からの全体会では、冒頭に分科会での討論の概要について
各分科会座長から報告をいただいた後、参加者全員でさらに議論
を深め、最後に五百旗頭真氏（ひょうご震災記念21世紀研究機構
理事長）が総括と謝辞が述べて閉会しました。
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［開催日時］ 令和元（2019）年8月27日（火）15：00～17：00

［開催場所］ JICA 関西2階 ブリーフィングルーム

［参 加 者］ 110人

【基調講演】

　テーマ：「大災害時代の日本列島 ～人間の安全保障に向けて～」

　講    師：五百旗頭 真　DRA会長（ひょうご震災記念21世紀研究機構理事長）

【団体発表】

コーディネーター・総括：河田 惠昭　DRA会長代行(人と防災未来センター長）

　①テーマ：国際緊急人道支援と日本

　　発表者：吉田 明子　OCHA神戸事務所長

　②テーマ：防災分野におけるJICAの国際協力

　　発表者：西野 恭子　JICA関西所長・国際防災研修センター長

　③テーマ：地球温暖化時代の国際環境協力

　　発表者：塚田 源一郎　APNセンター長

　④テーマ：災害・健康危機管理 (Health-EDRM)に関する世界の動きと

　　　　　 ひょうご・神戸・日本の貢献

　　発表者：茅野 龍馬　WHO健康開発総合研究センター医官
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阪神・淡路大震災25年にあたり、復興のシンボル・プロ
ジェクトのひとつとして整備された神戸東部新都心（HAT
神戸）の意義やそこを中心に集積する「国際防災・人道支
援協議会(DRA)」を構成する団体の活動等を地域住民な
ど広く県民に紹介することで、DRAとしての総合的な発信
力を高めるとともに、各機関の連携をより一層強化し、活
動の更なる活性化を図るため、「国際防災・人道支援協議
会（DRA）活動報告シンポジウム」が８月27日に神戸市内
で開催されました。
基調講演では、DRA会長の五百旗頭真 ひょうご震災記

念21世紀研究機構理事長が、「大災害時代の日本列島　
～人間の安全保障に向けて～」と題して阪神・淡路大震災
からの創造的復興の歩みを振り返り、人間の安全保障を
大切にする志の重要性を訴えました。
引き続きDRA会長代行の河田惠昭人と防災未来セン

ター長をコーディネーターに会員団体の活動発表があり
ました。
国際連合人道問題調整事務所（OCHA）の吉田明子神

戸事務所長は、日本政府や国内外の人道支援団体との連

携強化を進めていることを説明した上で、日本人に深く広
く根ざしている思いやりの心で人道支援活動への理解を
求めました。
国際協力機構関西国際センター(JICA関西)の西野恭

子所長・国際防災研修センター長は防災事業での国際的
な研修事業を紹介し、国連のSDGs（持続可能な開発目
標）について「全ての目標に防災が関連している」として目
標達成に意欲を見せました。
アジア太平洋地球変動研究ネットワーク（APN）セン

ターの塚田源一郎センター長は、地球温暖化時代の国際
環境協力に向けた取り組みを説明しました。
世界保健機関（WHO）健康開発総合研究センターの茅

野龍馬医官は、災害健康危機管理の重要性が高まってお
り、より良い防災について健康面から努力していくと語り
ました。
総括で河田会長代行は、「それぞれが目標を持ちなが

ら、ネットワークを活かして共通の目標に向かって進む
DRAの活動に支援を」と呼びかけました。

国際防災・人道支援協議会（DRA）活動報告シンポジウム

シンポジウムの概要



  
 

開館
時間

休館日

交　　通

鉄道

バス

車

 

 

 

 

●有料駐車場あり　●バス待機所（予約制／無料）あり　

大　人 大学生 高校生／小・中学生
600円（450円） 450円（350円） 無料

［障がい者］
大　人 大学生 高校生／小・中学生

150円（100円） 100円（50円） 無料

［70歳以上の高齢者］　300円（200円） 
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（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構

阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター
9時30分～17時30分（入館は16時30分まで）
※7月～9月は9時30分～18時（入館は17時まで）
※金曜、土曜は9時30分～19時（入館は18時まで）

入館
料金

〒651-0073  神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2
観覧案内・予約／TEL 078-262-5050　http://www.dri.ne.jp/

•阪神電鉄「岩屋」駅、
 「春日野道」駅から徒歩約10分
•JR「灘」駅南口から徒歩12分
•阪急電鉄「王子公園」駅
 西口から徒歩約20分

•三宮駅前から約15分

•阪神高速道路神戸線
 「生田川」ランプから約8分
•阪神高速道路神戸線
 「摩耶」ランプから約4分
•阪急・阪神・JR「三宮」駅から約10分

※（　）は２０人以上の団体料金
※毎月17日（休館日の場合は翌18日）は入館無料

毎週月曜（月曜が祝日の場合は翌平日）、12月31日と1月1日
※ゴールデンウイーク期間中（4月29日から5月5日まで）は無休
※資料室の開室日についてはホームページでご確認ください
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「HAT減災サマー・フェス」を開催しました

人と防災未来センターでは、地域防災意識の向上と地元
HAT神戸住民の方々の交流の場として、8月24日（土）に
「HAT減災サマー・フェス」を開催しました。
平成28（2016）年度の初回から4回目となる今回は、あ

いにく小雨まじりの天候でしたが、約1，300人にご来場い
ただきました。
14時から屋外ひろばを中心に行われた「減災縁日」で

は、昨年度も人気の高かった「ロープワークで流れるプール
でボール釣り！」や「かわいいキャンディレイをつくろう！」
などのほか、「六甲山の災害展　保水力実験」「体幹バラン
ス競争！」など今回初お目見えの体験ブースに、小さな子ど
もさんから大人まで多くの方にご参加いただきました。

18時からは、東館南側に「夕涼みカフェ」を設け、減災縁
日プログラムの参加ポイントと交換できる「サマーフェスプ
レート」などを食べながら、地域の方々で和やかに交流でき
る時間を過ごしていただきました。
その後「ALL　HATひとぼうステージ」が河田センター

長のあいさつによりスタート。
「夏休み防災未来学校」のワークショップで子供達が製
作した「減災だんじり」の初披露のほか、渚中学校放送部が
制作した防災映像作品「未来へつなぐ」の初上映や、タバ
ティー・タバタ氏によるライブなどが行われ、大盛況のうち
に幕を閉じる一日となりました。

ロープワークで
流れるプールでボール釣り

六甲山の災害展 保水力実験 体幹バランス競争 ひとぼうステージ
河田センター長あいさつ

ひとぼうステージ 減災だんじり ひとぼうステージ
渚中学校放送部映像作品の

お披露目上映

ひとぼうステージ タバティ・タバタ「サマーフェスライブ」



1日目の国際シンポジウムでは、400名の参加のもと、3名の識
者による記念講演が行われました。また、アジア太平洋地域に関
する優れた人文・社会科学領域の博士論文を顕彰する第18回
アジア太平洋研究賞（井植記念賞）の授賞式も併せて実施され
ました。
記念講演では最初に「人生100年 共に生きる」と題して、安藤
忠雄氏（建築家）が講演を行いました。

兵庫県立美術館には、安藤氏が青春のシンボルとして作成した
高さ約3mの『青いりんご』のオブジェが展示されています。安藤氏
によると、多くの人は、学生時代までは希望に溢れ、新しい世界を
見つめている『青いりんご』です。人は100歳まで『青いりんご』でい
なければなりません。ただ100歳まで生きるのではなく、自分が家
族、社会に何ができるかを考えることが大事であり、『青いりんご』
には、こうした思いが込められているのです。
また、ご自身は大学教育や建築の専門教育を受けておられませ
ん。だからこそ18歳の時に一生勉強していくと決め、今でも毎日、本
を読みながら次のことを考えているそうです。日本の若者は大学を
卒業してしまうと、本を読まなくなりますが、安藤氏は好奇心を持っ
て多くの本を読んで学び続けていくことの重要性を強調されました。
さらに、淡路夢舞台をはじめ、これまでに手がけてきた多くの建
築や、乱開発ではげ山と化した瀬戸内海の島々での植林、大阪の中
心を流れる大川沿いに桜を植える「桜の会・平成の通り抜け」プロ
ジェクトなど、ライフワークとして取り組んできた様々な緑化プロ
ジェクトについても紹介されました。
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（公財）ひょうご震災記念２１世紀研究機構
〒６５１-００７３
神戸市中央区脇浜海岸通１-５-２（人と防災未来センター）
http://www.hemri21.jp/

当機構は、以下の組織で構成しています。

●管理部
TEL 078-262-5580
FAX 078-262-5587

●研究戦略センター

▶研究調査部
TEL 078-262-5570
FAX 078-262-5593

●人と防災未来センター
TEL 078-262-5050
FAX 078-262-5055

▶学術交流部
TEL 078-262-5713
FAX 078-262-5122

●こころのケアセンター
〒６５１-００７３
神戸市中央区脇浜海岸通１-3-２
TEL 078-200-3010
FAX 078-200-3017

ニュースレターに関するご意見・
ご感想を機構までお寄せください
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新任研究調査員等紹介

続いて、「「文化力」と地域の発展」と題して、青木保氏（政策研究
大学院大学政策研究院シニア・フェロー）が記念講演を行いまし
た。アジアでは21世紀に入り、各国が文化に対して力を入れ始めて
おり、特に文化施設が各地で完成しています。20世紀のシンガポー
ルはどちらかというと文化に対して冷淡でしたが、2000年以降は
劇場やアジア最大の国立美術館などが造られるようになりました。
また、北京や上海のほか、タイ、インドネシア、台湾などにも大きな
文化施設ができ、いいものを造れば世界中から人が集まり、国際的
評価につながることに政府が気付いたのです。
また、そこで重要になるのが文化交流の実践です。訪日外国人数
は今や4,000万人を視野に入れています。日本のことを知って、好
きになってもらうためにも、大観光化時代には的確に対処しなけれ
ばなりません。青木氏は、異文化理解の段階から、実践的な文化交
流を重ねるためにも、神戸に「アジア・太平洋国際文化学術生活セ
ンター」を作ってはどうかと提案されています。神戸で残念に思うの
は、文化的に先端を走っていたはずですが、文化力を示すものがな
いことだと言います。だからこそ、学術研究だけでなく、センター内
にショッピングモールを作り、観光客が立ち寄れるような場所とな
る施設を作ってほしいと述べられました。
さらに、世界的に人を呼び込む取り組みとして、アラブ首長国連
邦がアブダビにルーブル美術館を誘致した事例やスペインのビル
バオがニューヨークからグッゲンハイム美術館を誘致した事例等
を紹介されました。
最後に、「21世紀のアジア・太平洋経済」と題して、ナロンチャイ・

アクラサニー氏（経済学博士／元タイ王国エネルギー・商務大臣）
が講演を行いました。

まず、2016年のアメリカ大統領選で不均衡を政治問題にうまく
利用してトランプ大統領が誕生して以来、米中の貿易摩擦が大きく
なっています。1980年代にはアメリカと日本に通商問題がありまし
たが、今はその対象が中国になっています。加えて、5Ｇ、自動運転
などに代表される破壊的テクノロジーが台頭しており、それにより
米中のライバル関係はさらに激しくなっていると指摘されました。
その上で、最近、アジア太平洋の新しい局面について研究してお

り、太平洋西部と太平洋東部が分断されていくのではないかと考え
ているそうです。APECによって統合されたグローバル・バリュー・
チェーンは、米中の問題もあって、今、壊れかけています。同時に、太
平洋西部の諸国は、日本や韓国、中国がリーダーとなって、テクノロ
ジーを迅速に拡充してきました。このため、太平洋西部にはテクノ
ロジーの選択肢があり、太平洋東部と協力しなくても、テクノロ
ジーを使うことができるのです。ナロンチャイ氏は、今は貿易とテク
ノロジーの新しいパラダイムにあり、この東部と西部との競争関係
によって、これまであったグローバル・バリュー・チェーンが壊れて
しまうのではないかと言います。太平洋西部は、政治経済の力や技
術発展の力によって、より統合されていくのではないかと今後の展
望を語られました。

2日目は、淡路会議メンバー等65名の参加のもとフォーラムを開
催し、3名の講師から基調提案をいただきました。
杉本真樹氏（外科医/Holoeyes株式会社COO/帝京大学特任
教授）は、「社会が医療を担うための技術革新」と題して基調提案を
行いました。現在、Society4.0（コンピュータの出現による情報化
社会）からさらなるデジタル革新、イノベーションを通じて
Society5.0へ移行しつつあります。こうした中、あらゆる個人医療
情報はデジタル化され、健康診断から医療行為に至るまで広く共
有されています。特にレントゲンを始めとする画像情報は、VR仮想
現実/AR拡張現実/MR複合現実などの技術を活用し、立体的、空
間的に表現され、医師の診断治療技術の向上やシミュレーション、
トレーニングなどに活用されています。また、仮想空間を利用した
遠隔医療や、地域医療支援でも、ユーザーの実体験を直感的に共
有することで、新たなコミュニケーションを生み出しています。
Society5.0ではバーチャルとリアルを融合して、人を中心とした技
術に基づく新しい社会を作っていくことになります。杉本氏は我々
もそのメンバーの一人だと言います。医療を担うのは医者だけでは
なく、病気を治すのは病院だけではありません。社会が医療を担う
ためには、皆さんも情報を自分から提供したり、共有したりするこ
とが必要です。もちろん個人情報がない状態で共有し、そして、何よ
りも意識を高め、技術に触れていくことが重要だと考えていますと
述べられました。
竹中ナミ氏（社会福祉法人プロップ・ステーション理事長）は、

「全ての人が誇りを持って生きられるユニバーサル社会の実現に向
けて」と題して基調提案を行いました。プロップ・ステーションでは、
障がいのある人たちの可能性に着目して「チャレンジド」という言葉
を使っています。竹中氏は「チャレンジドをタックスペイヤーにでき
る日本」をキャッチフレーズに掲げ、30年前からコンピュータを使っ
て一人一人に眠っている働く意欲と働く力を世の中に発揮してもら
うための活動をずっと行っています。その背景として、医者から「一
生ベイビーのままですよ」と言われるほどの大変重い脳の障がいを
持ち、現在46歳になる自身の娘（マキさん）の誕生があります。娘の
おかげでたくさんの人たちと出会うことができたのです。私はよく
「マキちゃんは障がいが重いからコンピュータなどさわれないの
に、なぜコンピュータができる人のことをそんなに応援している
の？」と言われるそうです。それに対して竹中氏は、母として、娘を残
して安心して死にたいという究極のわがままがあるからだと言いま
す。そのためには、社会がそういう方々に温かい目を持って、娘のよ
うな本当に経済的な能力を持つこともできない人を支えられる国
家の経済状況も必要になります。そのため、「チャレンジドをタック
スペイヤーにできる日本」というテーマを掲げ、みんなで弱い人も限
りなく支えていける国でありたいと思っていると述べられました。
最後に、有本哲也氏（株式会社デジアラホールディングス代表取
締役会長）は、「メガコンペティション時代を生き抜く地域中小企業
の取り組み」と題して基調提案を行いました。神戸市の兵庫区で製
材所を営む家系に生まれ、祖父から父へと時代の変化とともに家
業も製材所からアルミサッシなどの建材販売へ事業承継を行って
きました。ご自身の代になり、2000年に現在の会社を設立しまし
た。インターネットを介して全国にウッドデッキやカーポートなど
のエクステリア建材を施工とともに販売する新たなビジネスモデル
である「エクスショップ」や「お庭・外構・イエソト」の提案から工事
まで行う「ガーデンプラス」の全国展開を行っています。現在では、
本社を六甲アイランドの神戸ファッションマート内に置き、従業員
200名弱、売り上げは直近で106億円にまで成長したとこれまでの
足跡を振り返られました。

また、家業から企業への変化の中、多くの葛藤がありましたが、
新卒採用、人材育成により、若い人材が成長し、チャレンジできる
環境整備を心がけています。さらに厳しくなるメガコンペティショ
ン時代においても、当社の一番の強みである全国500社を超える
施工事業者とのネットワークを通じて、更なる市場拡大を図ってい
きますと今後の抱負を述べられました。
基調提案の後、参加者は、「安全・安心社会の課題と展望」、「共生
社会の課題と展望」、「グローバル社会の課題と展望」の3つの分科
会に分かれ、それぞれのテーマで活発な討論が展開されました。
午後からの全体会では、冒頭に分科会での討論の概要について
各分科会座長から報告をいただいた後、参加者全員でさらに議論
を深め、最後に五百旗頭真氏（ひょうご震災記念21世紀研究機構
理事長）が総括と謝辞が述べて閉会しました。

研究調査員　藤原 宏之（ふじわら ひろゆき）

このたび三重県伊勢市から派遣されました藤原 宏之と申します。
私は、人と防災未来センターが整備された平成14年から防災、水防業務に携わっており、地

域防災計画や津波避難計画などの各種計画整備や、職員向け訓練などの業務に従事してきま
した。主な災害対応経験は伊勢市において、平成29年台風第21号により約1,800棟の家屋被
害が発生し、災害救助法が適用される災害対応を行いました。また、熊本地震、大阪府北部を震
源とする地震では、伊勢市から被災自治体に対して資料作成等の遠隔支援を行い、平成30年７
月豪雨では対口支援の三重県隊第一陣として、現地での支援を行っています。
多くの出会いと、知識、知恵が集まる人と防災未来センターは、施設の視察や研修の受講生、また、近年は研修の

講師として、いつも楽しみに訪れていた施設です。ここで研究調査員として業務に従事できる貴重な機会をいただけ
たことを光栄に思います。
本センターへの派遣中は、「被災自治体が的確な時期に必要な支援を受けるためには」をテーマに研究を行いた

いと考えています。また、研究調査員として様々な活動に挑戦したいと思いますので、ご指導ご鞭撻のほどどうぞよ
ろしくお願い申し上げます。

震災資料専門員　三木 沙友理（みき さゆり）

10月から震災資料専門員に着任しました、三木 沙友理です。私は1989年に神戸市須磨区で
生まれ、その後、滋賀県の大学に入学するまでの間、神戸の街で育ちました。専攻は美術史で、
地元・神戸ともゆかりのある南蛮屏風について研究をしています。
私の思い出の傍らには、阪神・淡路大震災があります。まず5歳の時、私自身が阪神・淡路大震

災を経験しました。震災によって、今まで当たり前であった電気や水が、とても貴重な物なのだ
と知りました。遊び場だった公園には仮設住宅が建ち並び、町の景色の一つとなっていきまし
た。震災から25年が経とうとしている今、その公園にもう仮設住宅はありません。記憶の中の風景も薄れ、具体的に
何世帯の方々がそこで暮らしていたのか、私自身、思い出すことはできません。
私が専攻している美術史には、過去に生きた人々が残したモノや記述を探し、調べ、考察するという研究方法が

あります。過去につくられたモノや記述は、何十年、何百年と時代を渡る内に、いくつかの情報が剥がれ落ちていき
ます。長い年月の中で忘れ去られ、現代に伝わることのなかった情報もあるでしょう。阪神・淡路大震災に関する記
憶やモノが、年月の中で薄れていくのは当然のことなのかもしれません。けれど、そうならないように手を尽くすこと
はできます。一つでも多くの情報をこれからの世代に残し、活用してもらえるよう、震災資料専門員として精一杯努
めさせていただきます。どうぞ、よろしくお願いいたします。


